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      油 脂 の 新 恒 数 ロ ダ ン 慣 及 其 朦 用(第竃報)

       遊 離 ロ ダ ン に よ る 油 脂 の 一 新 分 析 法

                工 學 士 木 村 和 三 郎

 油 脂 分 析 に 用 ひ らろL從 來 の 方法 を通 覧 す るに 固燈 脂肪 酸 と液燈 脂 肪 酸を 分 離 定量 す る に(1)脂 肪 酸 躍 の溶 剤

に ょる分 離(2)臭 素 化 脂肪 酸 エ ス テ・レの分 溜(3)酸 化 法等 ② 諸 方法 あ り

 脂 肪酸 塵 秘 分離 す うに 鉛 盛 と して 分 離 す ろ方 法 はグ セ ロウ氏(Gusserow, Ann.,1828,27,153)が 始 め て試

み 溶 齊Uと して ヴ ァレン トラップ氏(VarrentrapP, An'n,,1810,35・197)は ・=・一 テルな ファル ン スタ イナ ー氏

(Farusteiner,且Nahrm,1898,■,390)は ベ ン ゾオ ル准 トヰ ッチ=ル 氏(Twitchell,」.■nd. Eng. Oh.,

1219,■3,806)は ア ル コ"ル を 用 ひれ り加 里 踊 の 分離 に 昌 一 ゲマ ン氏(Niegemann, Z.αng.(]h.,1917,30,

206)の ア ル コpル 法 、7ア チ=一・一及 ドル タ雨氏(Fachini u. Dorta, Ch. ztg.,1914,38,18)及 ド・ ウェ.・一

ル氏(De Waele, Anαlyst.,1914,1弧,389)の ア セ トン法 あ り叉 ア ンモ 昌 ウム騒 と して分 離 す るに ダ ビット氏

1)avid, c. r.,1910,ユ5■,756)及 ファル シオ ラ氏(Falciola, aαzz. Chim.,1910,40,217;227)の ア ル コー

ル 法 及 プル 及 フェラ ンゲル 爾氏(Bu11 u. Fjellanger, Apoth, Ztg.,1916,3ユ,55)の ア セ トン法 等 あれ どマ イ

ゲ ン及 ノイ ベルb爾 氏(Meigen u. Neuberg, Ch. Umsch.,1922,29,342)は 從 來 提 唱 ぜ られ れ る此等 の分 離

方 法(鉛 腫 アル コ ール法 を 除 く)な 瞼 しいつれ も固 燈 脂肪 酸 及 液畿 脂 肪 酸 の定 量 的 分 離 に不 適 當 な ろ事 な認 め固

燈 脂 肪 酸 及液 駿 脂肪 酸 の タ リウ ム蜷 の ア ル コ ール に よう分 離 の 定量 的 な ろ こ とを 示 しホ ル デ茂 等(Holde, Se.

lim u. Bleyberg, Z. P. Ol-u. Fettind。,1924,44,277;Z・Ang. Oh.,1924,37・835)は 此 分 離 法 な 改良

ぜ り其他 パ ル テ イル 及 フエ リーWt(Partheil n. Teri6, Arch. Ph ar 7n.π. Ber.1). Phαrm. Gesell,,1903,

24],561)の リチ ウ ム塵 分離 法 あ り

 上記 諸 分 離法 の内良 結 果 を 以 て一般 に 行は るLは 鉛 璽 アル コ ール法 及 タ リウム盤 アル コ ール法 な り多 くの揚 合

飽 和脂 肪 酸 は 固農 、 不 飽 職 脂 肪 酸 は液磯 な れ ば 固盤 及 液盤 脂肪 酸 の分 離 に よ り飽 和 及不 飽 和 脂肪 酸 は 分離 ぜ ら

るytイ ソオ レイ ン酸 エル カ酸 等 の 固騰 不 飽和 脂肪 酸 は 飽和 酸 申に混 ず(K. A丑berger u. E. Wheeler. Hill, Z.

Unter. Lebensm.,1927,54,431)

 飽 和 脂肪 酸 と不 飽和 脂 肪 酸 を 分離 す うに グ リュ ン及 ヤ ンコー繭 氏(Grtin u. Janko, Z.1)・Ot-u・Fettinel・,

1921,41,553;572)は 飽和 酸 メチル 又 は エ チル=ス テ ルが 臭素 化不 飽 和 脂肪as =ス テル よ りも低 沸馳 な 有 す る

事 を利 用 し混 合 脂 肪酸 エ ス テル を臭 素 化 し眞 空 蒸 溜 に ょ り飽和 酸 な 除去 分 離 ぜ り而 て 残 溜 ぜ る臭 素 化不 飽 和 酸 エ

ス テル は臭 素 を脱 却 ぜ り(GrUn u. Wirth, Ber.ヱ).0勧. Fettind.,1922, G2,297;辻 本満 丸 氏 、本 誌1923

26,6C8)

 トヰッチェル氏(」.80c. Ch,■nd.,1897,ユ6,10(珍)及 ファ1,オ ン氏(Fahrion, Zαng. Ch.,1903,■6,

1198)は 硫 酸 及 水 に て不 飽 和 脂肪 酸 を 石 油 工一 テル 不溶 性 酸 化酸 とし飽和 脂 肪 酸 な石 油 工 一テル にて抽 出分離 ぜ
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リラ プ ウt'一 ス氏 等(Lapworもh and Ma也tram,」.侃.80c.,1925,127,1628)及 ベル トラム氏(Bertram,

Diss. Deift,1928;Ref. Z. Unters.一 勘bθγ～sηL,1928,55,179)は アル カ リ性 過 マ ン ガン酸 加 里 にて 不飽 和 脂

肪 酸 を 酸 化 し同様 分離 ぜ り酸 化法 に よ う時 は不 飽和 酸 は酸 化酸 と して 分 離 ぜ らる 」 も飽 和 不 飽和 雨酸 の 分離 は 塵

類 に よる分 離 よ り も良 好 な りと構 ぜ らる

 不 飽 和 脂肪 酸相 互を 分 離 す る に は混合 脂 肪 酸 エス テ ルの減 塵 分 溜 に よ り炭素 歎 均 し き同列 農 を 別 ち不 飽 和度 な

異 にす る同一一炭素 数 の不 飽和 酸 は 臭素 誘 導 豊(Hazura, Manαtsh,,1887,8,463;472;Hehner u. Mitsehell,

Anαlyst.,ユ898,23・313;Farnstleiner, Z. Nahrm.,1899,2,1;Marcusson u. v・Huber, Seif.・励9.,1911,

38,249)或 は水 酸 化酸(Saytzew,」. Pr. Ch,,1885,31,541;1886,33,300;1887 ,3■.304;Saytzew u.

Urwanzoff,」..Pr. Oh.,1889,39,334;HazrJra,蜘 η螂 ん.,1887,8,147任,;188S,9,18D ff;1899,10,

190;Bauer u. Hazura,]fun(r.tsh.,1886,7,216;Hazura u. Grdssner,11fonαtsh.,1889,10,242;Lapwor-

th and Mottram,」. Oh. Soc.,】925,127,1628)と して溶 齊ll(よ りて 分 雛す され ど酸 化 法 に よう時 は各 不 飽

和 酸 量な 概 算 な し得 るに すぎ ず 臭化 法 に よ る時 は油 状 臭 化 物 の分 離 に 困難}俘 ふ こと少 か らず

 魚 油 中 の 高 度不 飽和 酸 な 製 取 す るに 辻本 満 丸氏 〔本 誌1920,23,1007」 同氏 及 木村 包介 氏(本 誌1923,26,891)

の リチュウ ム魍 アセ ン ト法 、外 山 修之 及 上屋 知太 郎 雨氏(本 誌1925,28,962;653)の 曹 漣 盤 アセ トン法 あ り

 岩 本 義 虎 氏(本 誌19`t)8,31、92C)は 臭 素 化 高 度不 飽 和 酸 リチ ユ ウム盤 が石 油 工 一テ ル不 溶 性iCし て 臭素 化 油

酸 リチュ ー ム鞭 の可 溶 性 な る事 を利 用 し3種 の不 飽 和 酸 混合 物 中 の油 酸 を 正 確 に定量 し混合 物 の沃 素 償 よ り各 酸

含 有 量 を 算 出 し好 結 果 な 得 すこりと

 此等 の 直接 分 離定 量 法 の他 に不 飽 和度 を 異 に す ろ2種 の脂 肪 酸 夫 々x%、y%よ りな る混 合 物 め る時 は混 合 物

の 沃 素償 」'を測 定すれ ば 次 式 に ょり簡輩 に各成 分 葎定 量 な し得 る間接分 析 法 め り

    c+Y ・100 (1)   ゴェ∬+ゴ2ッ謹」×100(2)

 ロダ ン分 析法(Rhodanometrie)は 沃 素 優 及 ロダ ン贋 の測 定 に よ り不 飽 翻 度 を 異 に す る3成 分 混 合 物 の分 析

に ま で此 如 き聞 接 分 析 法 の鷹 用 範 園 を鑛 張 せ る もの な り沃 素 償 夫 々 」、,ゴa,ゴ3,ロ ダ ン儂r.,r2,r3な る3種 の

物 質 ・T%・ {y%,Z%よ りな る混 合 物 の沃 素 贋 」 及vOfン 贋Rを 測 定 す れ ば次 式 に よ り容 易 に各 成 分 を定 量 な

し得 ,

    x+y+z=100(1) ゴ、針 ゴ,〃+ゴ、㌍100」(2) ・・、x+r,Y+r、z・ leOR(3)

 新 分析 法 を提 唱 せ る カウ フマ ン氏 は多数 油 脂 成 分 の分 析 及3種 の油 脂 混 合物 の 分 析(Arcアb. Phαrm. U, Ber.

Dtsch. Phαrm、 GeseZl.,1925,35,675;Z. Unters. Lebensm.,1926,51,15;Ber.1926,59,1390)を 行 ひ

オ レ イ ンの 評 贋(Z.Ang, Oh.,1928,41,19)及 油 脂 水 素 添 加 脛 過 の研 究(H. Kanfmann u・H・Schmidt,

Ber.,1927,60,51)に 鷹 用 しス タット リンガ ー氏 等(Stadlinger u. Tschirch, eh. Ztg.,工927,51・667;686;

706)は 骨 油 の リノ ール酸 定 量 に 鷹 用 せ りヂ ットマ ー氏(Dittmar, Oh. Ums h,1928,35,150;Se 77 , Ztg・,

1928.55,337)は 分 祈 に及 す不 純 物 の影 響 を指 摘 せ る もカ ウ フマ ン氏(醜 がZtg.,1928,55,297)は 不 鹸 化

物 の影 警 の 灌 少 な る事 及 影 響 を及 す 不 純 物 ほ豫 め除 去 する事 に よ り何 等 分 析 に支 障 な き事 を指 示 せ り同 氏(Z・

Ang. ah,,1928,41,1046ノ ほ叉C。H2n40,酸 及C。H2漉0,酸 と混 合 す る飽 和酸 を ロダ ン償 よ りの 計 算或

は 圖 にて見 出 し多 くの油 脂 に就 て錯 踊 アル コ ール法 及 酸化 法 に よ る飽 和 酸 定量 結 果 とよ く一 致 す る事 を報告 し

ス テ ーゲ ル氏 等(Steger u. Van Loon, Rec. trav.0ゐ 脇,1928,47,471)は 洋 芹 種 油(Detersiliensamen61)

及Epheneamenδ1申 の飽 和 酸 走量 に鷹 用 せ り

 斬 分析 法 の適 用 に は未 だ多 くの 制 限 あれ ど操 作 簡 軍 に して不 飽 和 成 分 研 究 の進 行 と共 に有 利 に利 用 し得 る場

合 少 ゆ らざ る べ く著 者 はC・H2n-402,C・H2n-・02及C・H2nO2酸 よ りな る:・ 三 精 製 油 脂 の分 析 を試 みELiTiヒ如

き闘接 分 析 法 の正 確 さ如 何 を検 す るた め リノ ール 酸 エ ラ ィ ヂ ン酸 及 パル ミチ ン酸 既 知量 混合 物 の分 析 を行 ひ 好
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結 果 を得 た るを以 て以 下 に報 告 す

                   實 験 の 部

 油 脂 脂 肪 酸 成 分 の 分 析 リノ ール 酸(CnH2n-iO2)オ レイ ン酸(CnH2n-202)飽 和 酸(CnH2nO2)の 混

合 物 中x,eJ,9を 夫 々 リノー ル酸 、 オ レイ ン酸 及 飽 和 駿 量(%)と す れ ば

    リノ ール酸 沃素 榎 ち=2T、(リ ノ ール酸 ロダ ン債)=181.15

    オ レイ ン酸 沃 素 贋 ち=r2(オ レイ ン酸 ロダ ン債)=89.83

    飽 和 酸 沃 素 債i3=:r3(飽 和 敵 ロ ダ ン贋)=O

なれ ば

    x+y+z=100,   i、X+i2y= IQOJ,   riX+r2y=1..OOR

    x=(1・2J「一疹2正～⊃ 100!(1■r2一 奄`rエ)ニ(」'一ヱ?ノ 1〔}0/T■==(J-1～) 1CO.90・57

    y=(i■R-rエ 」⊃ 10 ,(t■r2一 奄27tユ)==(21ヒー」) 10()/ゼ2=(2Z～-」) 10 、89・83

或 は

    Iogx=109(」-1～)十 〇・043QO  (1)

    Iog-y = log(2」 配一の 十〇・0ま611 (2)      z=100-(x十y) (3)

 即 ち混 合 脂 肪 酸 の 沃 素 贋(J)及 ロダ ン償(R)を 測 定 し上 式 に よ り各 脂 肪酸 の 含有 量 を見 出 し得

 分 析 試 料 油 は鹸 化 しヘ ー 二。ヒ及 ス ピ。ツ法(Ad. Grtin, Snalyse d. Fette u・VVachse, B.1.,2(遅)に よb

不 鹸 化物 を除去 して 得 た る混 合 脂 肪 酸 を脱 水 し脱 色 炭 にて 精 製 して分 析 に供 す 飽 和 酸 含 有 量 は 第一 圖 よ り も求

め らる

 1・ 椿 油(長 崎 産)脂 肪 酸 の 分 析 混 合 脂 肪 駿 沃 素 贋(ウ イ ズ法)反 鷹時 聞2時 聞(以 下 同様)

  試 料  空 滴 定 材 ボ 逆 商定 ノ・イポ ハ イポ ー漕費 ノ・ロ ゲ ン過 沃 素 償  
(の9  一量(b)cc  一量(α)cc 量(b一 α)cc 剰 率(の%  (J.Z.)   」

躍  3う67 12:ll ll:錐 gg 爵ll}・ …9

   同 ロダ ン債反雁時間2d時 間(以 下 同様)

  e        b        α       b一α      u      Rh.Z.      R

  g    CC    CG    CC    %

1:1鋸: 19;68 、鷹 こll 二1 :il:1:}・9…

   」-R;2.39      2R-J=77.21

 10gx=1092・39十 〇・04300==0421壬0,   Iogy= lo977 ]1十 〇・Ol611=1.9337S

上 の結 果 と三 角 愛三 氏(本 誌1906,9,1)の 結 果 と比較 せ ば弐 の如 し

    ロダ ン分 析 法         三 角氏 の結 果

 x=リ ノ ー ル酸 含 有量=2・63%       痕 跡(臭 化試 験)

 軍=オ レイ ン酸 "=85・86       92.8%(沃 素 贋9182,CユsH3壬02計 算 殿89・83)

 z=飽 和 酸 "=11.51        7.2(鉛 盛 ヱ ーテル 法)

 2。 パ ー ム 油 脂 肪 酸 の 分 析   混 合脂 肪 酸 沃 素 贋

  e        ゐ         α       b一α      u       J.Z.      」

  9     CC    CC    CC    %

ε糊 3う53 窮£: ;:霊 ;1 二1:2・1 )・6・68
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                  同 ロ ダ ン 償

  e        b        α       b 一一 a,     ?z      J.Z.      」

  9    CG    CC    CO   %

8:翻 2野2 12:ll 譜 囎 罫:語}・ ・73

   x=リ ノール酸量=9.87%,y=オ レイン酸量 署43・12%, z=飽 和酸量==i7・e1%

 & 糖 油 脂肪 酸 の分 析   混合脂肪酸沃素償

  e        b        α       b一α      u      J.Z.      」

  9    CC    CC    CC   %

                   (log f=O・19627)

9:獺 3う53 11:ll 盟 塁 携:ll}・ ・7・99

                  同 ロ ダ ン 債

  e       b       α      b一α     u      Rh.Z。     R

  g    cc    ee    ce   %

                   (log!=0.16596)

欄  羅  ll:欝  1:藷 ll ll:ll}・4…
 ロダン法分析の結果な高橋克 己氏(東 京化學會誌1920,40,190)の 結果 と比較 ぜば次 の如 し

       ロ ダ ン 法              高  橋  氏

     x=リ ノール酸量=36.97%                    30.00-31.83%

     y==オ レイ ン酉愛量 電45・63                42.57-47.22"

     2=器食趣 禾口 酸 量==17.40                        22.88-21.99グ

              Cエ8H2802       ?

              不鹸化物        3.72 -4.24

        第 一圖                        第二 圖

                        86.36

甥 、,。、iM, z=蜘一 ・  1餅r漏 臨 一 甑
      ・3醸 油) 70

                        060

。60 、            e,-5・    。、、1・一。,ts)
博50        2(バ ーム油)        pmCl 40
ま                                                                  
一                                   勾
mg 40                          )30

㍉       ↑罪
↑

 fO
                           10 20 30 40  50 6セフ 70 80 90  /Oo

  'fO 20 SO 405・CO 7080 SO IOO    一 飽 和 州 切 ド鮪 量`%ノ
                                {z)   

一 飽和 酸 含 有量(%,
        (a)

                油 脂 グ リ セ リ ドの 分 析

 トリリノ リン、 トリオ レイン及飽知酸 トリグ リセ リドの混合物中 劣,ッ,名を夫 々 トリリノ リン、 トリォ レイ

ン及飽和酸 トリグ リセ リ ドの含有量(%)と しJ及Rを 夫 々混合物 の沃素償及 ロダ ン贋 とせば 同様に して

 logx==log(」-R)十 〇・C6222 (1)   logy==log(2R-」)十 〇・06518(2)   z= 100-(x十y)(3)

其故油 の沃素償(」)及 ロダ ン慣(R)を 測定 し上式 によ りトリグ リセ リドとして各脂肪酸含有量(%)を 見出
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し得

試耕は不碗 物 の影響 を避 くるた め溌水 し撹色炭 にて精製 して分祈に供 す飽和 グ リセ リ ド含有量ほ第二圓 よ り

も求めらる

                1.オ リーヴ{山(局法)の 分析

                  沃  素  債

  e        b        α       b- ce     11.      J. Z.      」

  9    CC    CC    CC   %

::翻 1㌻6壬 1:1; 鴇 欝 1;:鷺}・7…

                  ロ ダ ン 債

  e み α b一αo■Bh.Z. R

  g    ce    CC    CC   %

1:翻 1膨7S l:釜 11::l l; ;難}・S…

   」-R=87.65=9.59,      2R-」'二68.47

   109濯=log 9.59十 〇・〔〕622==1・O"Ol,      109三ノ=Io9 6S・17十〇・06518=1,9006S

ハ ズ ラ氏 等(Hazura u. Gr廿ssner, Mo'n・αtsh.,1838,9,944)の 結 果 と比 較 ぜ ば 亥 の如 し

          ロ ダ ン 法         ノ・ズ ラ氏

        τ= リ ノ・一ノレ酸量=11.04,%                          6 %

        y=オ レイ ン酸量=79・56                  SO.9%

        z=き 包 禾口 酸 量= 9.40

                2.パ ー ム 油 の 分 析

                   沃 素 便

  e        b        α       b一 α      錫       J.Z.      」

  9            CC            CC            CC          %

                  (109!=・0・17914)

 G.1026        31.53        ヱ9.76'       14.77        57        55.42  }

 α壬256  〃  、9.82  、5.7、  55  55.76∫ 55・59

                   ロ ダ ン 偵

  e         b         α       b一α      ?l      Rh.Z.      R

  g    c・c    cc    cc   %

1:糊 1り88 }1:藷 朧 ll 翻}…13

   .2・=リノール酸量 ヨ1091%  y=オ レイン駿量=42・61%  z=飽 職酸量=46・弼%

                3.胡 麻 油 の 分 析

                   沃  素  偵

  e        b        a.       b一α      2e      J. Z.      」
  9    CC    CC    CC    %

1雛 3}5垂 ;1:鷺 翻  1; 灘}・13…

                   ロ タ'ン 債

  P.        ろ        α       b一α      u      Rh.Z.      R
  g    CC    CC    CC    %

1:翻  1grr, 1 朧  1躍  ll -;1:劉 75…

 ジャミーセ ン氏 等(Jamiesen u. Baughman, J. Arn.硫, Soc.1924,46,775).の 結 果 と比較 ぜ ばi欠の如
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し

         ロ ダ ン 法           ジヤミー セ ン氏

       x==リ ノーノレ酉斐量e44・38%                         36.8%

       ㌍ オ レイ ン酸量 ・・43・17%'       48.1%

       2=飽 禾ロ 酸 量=1245%

         C。H・ 。.403酸, C。H….202酸 及C。H2nOL)酸 既 知量 混合 物 の 分析

 1.エ ラ イ ヂ ン酸 及 パ ル ミチ ン酸 混 合 物 の 分 析

 パ ル ミチ ン酸 及 エ ラ イ ヂ ン酸 の各 一 定 量 を測定 瓶 中 に秤 取 しロ ダ ン慣 を測 定 し次 式 に よ り酸 量 を算 出 し其 結

果 を吟 味 す

   m十 忽=100,       89.83x十 〇y=100R

 或 はlogx=logR十G・04602, 写=1eo-x, x:エ ライヂ ン酸 量(%), y=ハ ル ミチ ン酸 量(%)

   酸 秤 取 量

           エ ライヂ ン酸       パ ル ミチ ン酸      計

             9               9            9

  1.                 0.1097                   0.1275              02372

  2.                 0.1554                    0Lユ074,               α2628

  3.                0ユ455                   0.3091              0.4・516

  4.                0.0751                  0.1226              0.1977

 混合 酸 ロダ ン債CC14:5cc

       t     b      α    b一 α    π   Rh・Z。  合 計 算歎

       時    CC    CC   CC   %

                      (lo2窺ノ9==0・17289)

  】.        48         19.22        12.71        6.51       66       杢0.87       41.55

  2.        4、8          "            9.9妥        9.28       52       52.58       53.12

  3,        24         19.01        10.41       8.60       69       28.17       28.75

  4.       24         "         14.44、      4.57      70      3L42      3」』.13

       酸 量    分 析結 果 混合 量           酸 量   分 析結 果 混合 量

・{1:二欝 懸:1盟ll:ll% M鑓 算灘 二ll:Zl%ll:91%

2・{㌶ 写二灘:潔ll:ll ・{鍔 算欝ll:1㍑:91

 2・ リ ノール酸(C。H… 一・02)エ ライヂ ン酸(C。H211.202)及 パル ミチ ン酸(C・H2。02)の 分 析

 3成 分混合物 なれば同一試 料に就て沃素債及 ロダ ン便の測定 を要す長 さ約1Gcmの 試験管 に リノール酸(メ

チルエステル)エ ライヂ ン酸及パル ミチ ン酸 の各一定量 を秤取 しアスベス ト金網 上の熟氣 中に熔融 し小型 ピペ

ッ トにて混合 し熔融状 のま 工試 料秤取用小型硝子 皿 に一定量を とり冷却後秤量測定瓶に投 じて沃素償及 ロダ ン

償 を測定 す

   試 料 秤 取 量

         リノール酸      エ ライヂン酸    パル ミチ ン酸     計
           9            9           9         9

  1.           〔}、1269               02930              0.5729          0.9928

  2,           0.1323               0.3e40             0.595g          1、0322

  混合物沃護贋 ウイズ液;10ce  2時 間
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    e    b    a    b一α    π    J,Z.   」    合計算籔    
g  ce  CC   CC  %

               (10gノ=・O.1728g)

・{纈1閉318:ll l:亨重 ll 獺}難 鰯

2・艦1エ う631:?l l:碁 ll 豊ll}…S・ ・…

混合物・ダ ン債(24時 間)CCI.:5cc

    e   b    α    b一α    21・   Rh.Z.   R   合 計算数    

9  cc  cc  cc  %

・{1盤1う961::ll l:艶 ll l二:ll}・6・・3 3…7 、

・{1:器 ヱ膨2112:ll 端 1; 1?:ll}38・ ・8 37…

混合せ る各脂肪酸の沃素債及 ロダ ン贋 は家 の如 し

   リノール酸 メチルエステル  沃 素 贋       .

    e    b     a     b一α    冠    工Z.    」    合計算藪    

g   cc    cc     cc    %             C、3H3■O,.CH3

・・{0.1620   3ヨ」21     17.92       16,77      51      15{L.49
0.1730    "       16.43       17.78      48       153,e3}・ ・…6・72・52

・{躍3t
,;2811:鷺 };:1: 22 稀}躍

                 ロ ダ ン 償

    t     e     b     α    6一α   Zl.   Rh.Z.  ア■   合計算藪
   賠…    g    cc    cc    cc   %           C■sH3 .0 ,・・CH3

・・{髪 蹴19 ,;gs;纒::碧 胃 鷺:1;}醐 s・26

    2壬     0.1e8C     1921      9.20    10.01     4S     83.79

   (1'le.、5・6・9・3鰯9.・ … 8。,、,。 ・・
 2・  」 2壬     0.101G     19.21     13.26     5.95     69     8S.53

   し
    th3     0.0956     19.三3     13.4、0     5.73     7〔}    89.2壬

    48     0.126〔)    19、13     11.63     7.≡～0     61     88.63

エ ライ ヂ ン酸 前 報 告 の試 料 に 用 ひた る もの に て 沃 素 便89.56、 ロダ ン債89.53

   パ ル ミチ ン酸(Kahlbaum) 沃 素 債

   e       b       a      b一 α     J.Z.    ゴ3
   9     CC     CC     CC

   O.2GS1      コ3.63       13.60      0.e-3       0.02       0

              ロ ダ ン 儂  Rh,Z.  r。

   0.2185       ヱ8.96      18.87      0.09      0.13       0

上 の測 定 結 果 よ り家 の方 程 式 に よ り各 脂肪 酸 量 を見 出せ り

 1.  R=36.13       7・エ=75.59      r2=89.83       r3:=O

   J=45.5≦   ぬ=153.76   ゐ=89.83   ゐ=0     分 析 結 果  混 合量

   .T+y÷z=100        1v =リ ノー ル酸 量  =  12・04%  12・78

   153・76x十89・83-y十 〇z=45・51 x 100    y=オ レイ ン酸 量    =   30・09    29.51

   75.59x十8983y十 〇z =36.13×100  多=飽 和 酸 量  =  57.87(差) 57.71

 2.  R=38.18       7・■=88.66       r2=89.83       r3=O

   J=48.08       ゴェ冨174.12      ゴz=89.83       ゴ3==0
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                        分 析 結 果         混合量

   x十y十z=100               x=リ ノール酸量=1158%        12.82%

   174.12x十89・83y十〇z=48・08x10⑪      y=オ レイン酸量=31.07          29.45

   88.66x十89.83y十 〇z=38.18×100          2=食 邑 禾N 酸 量=57.25(差)            57.73

 印 リノ ール酸 エラィヂ ン酸及パル ミチ ン酸混合物 中ロダ ン分析法 によ り見出 され たる各酸量 は混合量 とよ く

一致す

                  総     括

 1・ 椿油、オ リーヴ油 、パ ーム油 、糠油及胡麻油脂肪酸申の リノール酸=C。H2。.、02)オ レイン酸(C。H2n-202)

及飽和酸(GnH2nO2)を ロダ ン分析法に よ り定量 ぜ り

 2・ リノール酸(CnH2n-402)エ ライヂ ン酸(C・H2n-202)及 パル ミチ ン酸(C・H2nO2)の 既知量混合物 を

造 り各脂肪酸含有量 を逆 にロダ ン分析法に よ り分 析 し油 脂分析 に充分満足 な る正 確 さを以 て定量 な し得 る事 を

確 めた り


